
主催・共催 講座名 テーマ 参加者数

関西大学 大学昇格100年記念事業
「学の実化」講座

時代の一歩先へ　～変化の時代に求められる金融の役割とリーダー像～ 122
これが私の生きる道 125
人生100年時代の学びとは　～若者から見た日本の未来予想図をともに考える～ 146
女性たちの『学の実化』人生に生かされる学びをつかみとった人々 106
みんなで考えるガバナンス 152

地域連携センター

関西大学おおさか文化セミナー
大阪市おおさかのなりたち（全４回） 283
大阪における"学の実化"（全４回） 176

生涯学習吹田市民大学関西大学講座
令和の子どもを取り巻く環境－遊び・育児・教育－（全４回） 187
子育てを経済で考える 33

けやきの森市民大学　関西大学公開講座 朝鮮の文化と日本（全３回） 94

高槻市「夏休み子ども大学」
錯視立体の世界を体験しよう～光の直進と反射～ 32
生活を豊かにするプラスチック－その機能とリサイクルの最前線－ 17

かんだい明日香まほろば講座
終末期古墳と飛鳥の考古学－高松塚古墳壁画発見50周年－ 274
東アジアから見た高松塚古墳壁画 103
高松塚古墳の被葬者像に迫る 99

二大学連携事業（大阪公立大学・関西大学） アントレプレナーシップを育む 192
東西学術研究所 第62回泊園記念講座 東と西　その16 50

経済・政治研究所

第250回産業セミナー
コロナ禍における韓国企業のBCM

49コロナ禍における中小企業のBCMと経営者の健康 2021秋・日仏共同調査より
なんつねの経営戦略

第251回産業セミナー
21世紀の半導体産業に見る日本と台湾

28
関西系商社草創期の人材形成－伊藤忠商事と安宅商会のケース－

第252回産業セミナー
現代の万博とグローバル化の中の都市
－大阪1970と1990からドバイ2020、そして大阪・関西2025へ－ 26
博覧会から博物館都市へ－信州松本を例に－

第253回産業セミナー
砂防事業をめぐる「公助」と「共助」－近現代日本の場合－

21自治体間における「自助」を補完する「共助」の取り組み
－防災とカーボン・ニュートラルをめぐる自治体間連携を例に－

第254回産業セミナー

ヨーロッパ言語における綴り字と発音の対応関係調整
－コンピューター化時代のドイツ語正書法改

16仮想現実世界と価値ある活動
応用物理へのAI導入と今後の展望
パラダイム変化研究班のまとめと今後の方向性

第255回産業セミナー
合意形成の範囲・限界と制度運用での調整

12
明治初期の太政官制人事－データ分析と歴史研究の対話

第218回公開講座 ウクライナ・ロシア戦争の背景と今後の世界 193
第219回公開講座 スムータ《動乱》時代のロシア・ユーラシア 日ロ経済協力の視点から 73
第220回公開講座 制度としての日本医療－優れた制度、脆弱な構造－ 55

法学研究所

第155回特別研究会 各種契約の特別法～専門化する契約法～ 23
第156回特別研究会 GLOBAL LEGAL PLURALISM 34
第157回特別研究会 拘禁刑の創設と刑罰理論 67
第60回公開講座 デジタルプラットフォームビジネスと刑事法 8
第61回公開講座 死の狭間における法的問題 死事事務委任契約と後見における死後事務 29

東西学術研究所 経済・
政治研究所 法学研究所 合同シンポジウム 台湾の現在 72

人権問題研究室
公開講座

部落女性と婦人水平社 45
響きあうアフリカの島人と日本人漁師
～海を越えた出逢いとつながりによってうまれた島唄～ 31

日本における子ども虐待の現状と課題－いま私たちにできること－ 47
日本のジェンダー平等はなぜ後れているのか～男性の働き方・暮らし方から考える～ 51

特別講演会 性別に違和感がある子どもたちと学校 61

東京センター

第８回関西大学丸の内ゼミナール 「ダイバーシティ＆インクルージョン」を通じたブランド価値向上 65
2022年度関西大学教育フォーラム 探求学習で入試をリード！総合型選抜の“ブラックボックス”を紐解く 95
2022年度第１回関西大学東京泊園塾 「難波宮と大阪天満宮」難波大阪のはじまりはこの台地から 33
2022年度第２回関西大学東京泊園塾 大塩平八郎を問う与力と文人の「反乱」 36
関西大学HRセミナー 「就活生が思わず二度見する、“いまどきの”人材育成と福利厚生」 60
関西大学東京センター公開講座 どこに向かうアメリカ－2024年大統領選を前に 36

教育後援会 第48回飛鳥史学文学講座
－やまと・あすか・まほろば塾－（計14回） 各回の詳細については、P36をご覧ください。 2,008

2022年度■公開講座

主催 プログラム名 参加者数

教育推進部 海外子会社の経営を担う人材を養成する大学院教育プログラム 10

2022年度■履修証明プログラム

Kansai University34


